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る身体密度 (Db)は vVa.Ww.測定時の水の密度， RV， 




に電極を装着する 4電極法による 800μA.1-1350 kHz 
の微弱な交流電流を伝導させることで測定した.
{結果および考察} 水中体重秤量法による FFMは
39.9土 5.4kgであった.また，この妥当基準 FFM と
Wa，身長の 2乗を細胞外液抵抗で除したもの (Ht* 
Ht/Recf)および身長の 2乗を細胞内液抵抗で除したもの
(H♂Ht/Ricf)の間に有意な相関関係がみられた(それぞ
れr= 0.81， 0.87. 0.78). 過去の研究結果からも FFM
推定のための説明変数に Wa，Ht申 Ht/Recf，Ht申 Ht/Ricf
を採用することは妥当と考えられ，次の FFM推定式を
作成した.
FFM (kg) =0.358 Ht串 Ht/Recf十0.236Ht申出;!Ricf
十0.400Wa -1.30 
推定された FFMと妥当基準FFMの開の相関係数は R
=0.93，また SEE口 3.2kgと良好な結果が得られ，本
研究で作成された推定式は FFMを求めるうえで有用で
あることが示唆された.
